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政再建」 、 「政策創造」 、 「府庁改革」 の三本柱で、 従来の慣行や枠組み、 既成組織のしがらみを断った大胆な改革を進めています。 特に大きく変わ と感じるのは、 府庁改革のなかの情報公開です。 部長会議や予算の折衝などを報道機関にオープンにしています。 最初は各部長がそんな雰囲気の中で話せ かと思ったのですが、 言うべきことを言っているか職員からもチェ ックされますので、 今はみんな平





















担ってきた西日本高速道路 （株） 、 阪神高速道路 （株） 、 地方道路公社が、 各路線の管理主体となり、 それぞれが料金設定 しています。 このため料金体系が整理されずに、 利用者に高い料金を支払わせる結果となっています。 管理主 を
一
元化することで、 適正な料
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先人たちがつくってきたものを維持管理し、改良して、 次の世代につなげていくことです。また、 技術者は常に地域や現場に立脚して、技術力を発揮すべきです。 社会基盤のストックが不足していた時代の土木技術者は、 ひたすら建設することが喜びでもあったと思います。 もちろん、 現在でもつくること、 つまり 「コンストラクション」 の喜びを求めることは変わりませんが、 さまざまな工夫や仕掛けで、 社の仕組みを変え 社会を良くしていくという「クリエーショ ン」 の喜びを追求していくことも必要と思います。 大阪府の、 その
一
つの取組み
が、 アドプト・ ロード・プログラムです。 アドプト
とは、 “養子にする” という意味ですが、 道路の一
定区間の管理を地域の人たちや企業にお
任せし、 花を植え、 美化を進めてもらう。 最近ではそれが、 アドプト・リバーやアドプト・シーサイド、 アドプト
･ フォレストへと広がっていま
す。 まさに、 府民協働 地域協働、 企業協働です。 周りが変わっていくと、 みんなが関心をもち、 地域の人たちが自分たちで育てていくようになり、 さらに良くなっていきます。　
また、 「将来ビジョ ン ・ 大阪」 なかで、 海と山













にできて、 当たり前になるな」 言っ専門のことだけでなく世の中や、 人間 しの勉強もしないといけ い。 専門分野の井戸を深く掘ると同時に、 井戸を何本も掘れたら一
番いい。
　
そして、 「チャレンジ、 先手必勝、 プラスアルファ
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